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「国際 シ ン ポ ジ ウム 」 と 「国際学術講演会」前後

　　　（報告 と追記 ）

佐佐木茂美
＊

　明星大学 の 招聘 に 応 じて 10 月 10 日、 来 日 さ れ た ソ ル ボ ン ヌ 大学名誉教授、 フ ィ リ ッ プ ・

メ ナ
ール 氏 ＊ （Philippe　M 色nard ）、そ の 機会に 東京大学名誉教授、渡辺守章氏 ＊ ＊

を迎 え、

創 立 40 周 年 を 祝 う記念行事 の
一環 と して の 「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 が 、2004年 10 月 12 日

（火曜）午後開催 さ れ た （於 日野校舎）。

　 1923年に 遡 る 母体 を もつ 明星学苑 は、40 年前 の 1964 年に 大学 （一学部） を置 き 、 独 自の

教育理 念 で あ る 「世界 に 信頼 さ れ る 日本人」 を実践 に 移す事 とな る 。 手 始め に 、二 年 目に 高

名 な フ ラ ン ス の 哲学者、ガ ブ ル エ ル ・マ ル セ ル （Gabriel　Marce1 ）を招 き、「精神 の 勇気」

とい う表題 の 講演が な さ れ る （1966／6／3）。 続い て 、歴 史家デ イ エ ス
・D ・

コ ラ
ール を そ の

翌k 年 に 、さ ら に仏文 学者 ジ ャ ン ・メ ナ
ー

ル （Jean　Mesnard）1）が 1971年、本学で の 講演

を行 う （11／26）。 日本 で は 極 め て よ く知 ら れ た こ の パ ス カ ル 学者 よ り 20年一
そ の 間、原

則的に 三年 ご とに 外国入 の 招待講 演が あ る
一

ソ ル ボ ン ヌ の 同僚、 フ ィ リ ッ
プ ・メ ナ ール

（綴 りは 異な る）氏が 明星 大学に 来学、講演は反響 を得た （1992／10／28）。本学所蔵 の 稀覯本

に 関心 の あ っ た 氏 の 、筆者 を介 し大学ヘ ア プ ロ
ー

チ が あ り講演が 実現 した
2＞

。 従 っ て 今 回 の

2004年は 再度 とい う事に な る 。

　た だ 、
一

講演者 に よ り展 開 さ れ る
一

主題 に 限定 され る事 な く、時代や ジ ャ ン ル を異 に する、

対す る講師 を 日本人 とする、複眼的に 「文化」 に 対峙す る 新機軸 と言 う点 で 従 来 の 催 しとは

異 な る筈 で あ る 。 そ の 実現 の た め に 、ま ず旧知 の 渡辺守章氏 の 快諾を得 て い た
。

　開催は台風影響下 に 拘 らず、日野 ・青梅校舎 の 教職員、学生 は もちろ ん学外 （他大学 ・諸

学会 会員や都及 び市民
一般 も含む） の 多数 の 参加 を得て 成功裡 に 閉会する こ とが で きた 。

フ

ィ リ ッ プ ・メ ナ
ー

ル 氏 ぽ続い て さる 10月 16 日 （土）午後 に も青梅校舎で の 講演 を し た 。

　（本稿 は 二 部 よ り な り、まず、上記 「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 お よび 「国際学術講演会」 の 起

案者で あ り、前者 の 司会、後者 の 通訳 を務め た 立場か らの 報告 とそ の 追 記 と よ り成 る 。 した

が っ て 三 つ の 講演 の 内容 の 掲載 で あ っ た り分析 して み せ る とい う事は し な い 。 刊行が 予定 さ

れ て お り、所詮決定稿は 「まだ 」 読ん で は い な い か らで あ る 。 ）
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「国際 シ ンポ ジ ウ ム 」、（10月 12 日、午後、於日野校舎）

　　　渡辺守章、「ポール ・ク ロ
ー

デ ル と能、能 とク ロ
ー

デ ル 」

　　　フ ィ リ ッ プ ・メナ
ー

ル、「マ ル コ ・ポ
ー

ロ の 『東方見聞録』に 於 ける

　　　　日本の イ メ ージ」 （通訳 、 横山安由美）

　　　　 （司会 、 佐佐木茂美）

　渡辺守章氏 よ り明星大学 で の 今回 の 講演 「ポ ー
ル ・ク ロ

ー
デ ル と能、能 と ク ロ

ー
デ ル 」 の

た め の 1．「見所 の ク ロ
ー

デ ル 」、2．「ク ロ
ー

デ ル が 読み 得た 文献」、3．「ク ロ
ーデ ル 観能記」、

4，「ク ・
一デ ル の 問題形成」、5．「特権的な出会い 」 な ど、四 ペ ージ に わた る出席者向け の ワ

ープ ロ の 「資料」 が 寄せ られ た （以下 の 4−8頁参照）。 別便 で 司会 向け に 、講演 の順序別 の

タ イ トル 、そ の お お むね所要時問 を記 し た もの が届 い た 3）
。

　
一

方、 メ ナ
ー

ル 氏 の 講演 は一
原稿 は あ らか じめ 司会 に 手渡 さ れ て い た

一
通訳者 、 横山

安由美氏
4）か ら そ の 「要 旨 」 が 届 い た 。両講演 の バ ラ ン ス か ら マ ル コ ・ポ

ー
ロ 関係 の 「配布

資料」 を急 遽用意 す る 必 要 に 迫 られた 。 時間は な か っ た 。 非専門家向きの 資料 は次 の 構成 を

持 つ （以 下 1−4 頁参照）。 1，Marco 　Poloは ？　 IL 『東方見聞録』生 成、 とい っ た も の か ら

始 め て 、III．「メ ナ
ール 教授 の 講 演」 で 12 年前 （1992／10／28） の 明星 大 学 で の 講演 「マ ル

コ ・ポ ー
ロ と未知 の 国

・
ア ジ ァ の 図 」5） （L

’Illustration　du “Devisement 　du　Monde ”de

Marco 　Polo） と の 関連 を示 した。手書 き写 本 の うち彩色画 を含む 四 冊 を列挙、い ず れ もそ

の 彩色画 で 名高 い と して も、B．　N ．　f．　fr．2810 の 参照 が 最 も多 い こ と、さ ら に 今 回 の 講演 の

方法論 を略述 した 。
こ れ は 東洋学 ／ ポ

ー
ロ 学 の 専門家 に た い して も有効 な も の と判断 した か

らに ほ か な らない 。 フ ラ ン ス 中国学 を始 め とす る 日本を含む国際的な中国学 との 資料突 き合

わ せ に よ る 比較文 化的な面 で の 「接近」 で あ る事 を そ の際指摘 した 。 IV，と して メ ナ
ー

ル 氏

の 刊行中の 校訂本 の 写本 （1330−1340年頃） に 触れ た 。

　 メ ナ
ー

ノレ 氏の 講演を も って す ぐれ て 「学際比 較」 を前 に して い る 事 に 注意 しなけ れ ば な ら

な い 。文学研究内部で の 図像学 6）研究 の モ ノ グ ラ フ ィ
ーな い し テ ク ス ト理 解へ の 重要な 言及

は ほ か に 、す で に あ る 。 だ が 体系的 な領域比較 を持 っ て の テ ク ス トが 語 られ る 事 は まず な か

っ た 。

　三 回
7）に わた っ て 手直 し され た 原 稿 を メ ナ

ー
ル 氏 よ り順次受け 、そ れ を 通訳者横山氏 に 回

送 、また 白黒 の 挿画部分 を折か ら渡仏 中 の 筆者 の 持参 し た 明星大 学図 書館所蔵 の 『蒙古 襲来

絵詞』 の カ ラ
ー
頁 との 差 し替 え作業 を行な っ た り も した 8）

。 した が っ て 、講演が 画像解説 に

基盤 を置 くもの で あ れ ば、そ の 置 き換 え に 終 日、か つ 連 日立 ち会 っ た筆者は、誠実な知的営

為 を尽 くされた もの が 用意 され た の を確認 す る事に な っ た 。

　　　
一方、ク ロ

ー
デ ル の 講演 に おい て も、研 鑽の 真髄 、通 常はそ の 場 で の 自在な作品 として の

　　　出来で あ る は ずを、「め ずら し く書 い た も の を持 して 」 臨 まれ た と言 う渡辺 氏 の 今回 の 講演

　　　が 学術的 に 高 度 な も の で あ っ て 、 こ の 事 は、教育現場 へ の 配慮が 示 さ れ た 「資料」 の 会 場配
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　　　布 と と も に 特記せ ね ば な ら な い 。 ま た、あ ら か じ め 1978年 の 「外国語科研究紀 要」 の 論
（16）
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文 9）（フ ラ ン ス 語 ）、「ク ロ
ー

デ ル と能」（Clau−

del　et　le　n6 ）が 相方 の メ ナ
ー

ル 氏 と司会用

に 送付が あ っ て 両講師間 の 意思疎通 もな さ れ

た 。 そ れ に よ る と 1956年以 来、実 に 四 半世

紀 に お よぶ 思 索 と推敲、そ れ を 「め ず ら し く

書 い た もの を持 し て 」 と、「国際 シ ン ポ ジ ウ

ム 」 直後 の メ ッ セ
ージ 中の 氏 の 言葉 の 重 さ は

推 して 知る べ しで あ る 。
「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」

の 卓越 した両 講演 の 成功 の 決定的な鍵で あ っ

た 事が こ こ で 強調 さ れ ねば な らな い だ ろ う。

こ の 点、司会者 と し て 、大学 と して 、第
一

に

深甚 の 謝意 を渡辺 氏 と メ ナ
ール 氏 に 捧げ る。

　 「国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 と言 うか ら に は ニ カ

国語 （日本語 と フ ラ ン ス 語） に よ る討議が 想

定 さ れ、言語 を異 に す る講 師 10）と特 に 聴衆

の 考慮が 、 オ
ー

ガ ナ イザ
ー

を兼ね た 司会 に と

っ て 重要で あ っ た 事 を こ の 場 で 指摘 し て 置か
ン 爆 i

’
1　

“

。 1

な け れ ば な ら な い
。 通 訳 の 任 を立 派 に 果た した 横山安 由美氏は フ ラ ン ス 語 か ら 日本語 へ 、

一
こ うした形式で は そ もそ も重 要な任務

一
あ らか じめ任命 して あ っ た 三 名 の 「会場か ら

の質問者」 も 日仏両語 で 、時間 の 制約 に 対応、司会は 次 の 配分を考え る とい う順回 しをあ ら

か じめ想定 して あ っ た 。

　駐 日仏大使 として 我 が 国 に あ り、日本 の 古典演劇 な か ん ず く 「能」 と の 接点 とな る ポ ー

ル ・
ク ロ

ーデ ル と言 う
一

つ の 個性 の 位 置す る 20 世 紀前 半 と、 マ ル コ ・ポ ー
ロ （Marco

Polo）（1254 （？）1】）−1324） と 『東方見 聞録』 中 の 日本 に 関する 真偽 ない ま ぜ の 記述
一

ヨ

ー ロ
ッ

パ に 初め て 日 本 が 紹 介 さ れ た時点 を引 き合わす とい う、 こ れ は ま さ に 「比 較」 の 原 点

に 立 つ とい う事 に ほ か な らな い
。

二 十世紀前半 よ り発信 さ れ る ｛比 較文化論｝か ら遡 求 して

も十 三 世 紀末 と の ス パ ン は な お 長い
。

「ヨ ーロ
ッ

パ 外 縁部 へ の 幻惑」 と 「近代 ヨ
ー

ロ
ッ

パ 批

判」 （古典古代を典拠 に す る ヨ
ー

ロ
ッ

パ 批判）を ｛戦略｝ とす る 「先駆的な」 （渡辺氏 の 冒頭

部 の 言葉） こ の 詩人 は、近 代 が 捨 て 去 っ た ヨ
ー

ロ
ッ

パ 中世 に 、オ リ エ ン ト とい う見透か さ れ

た 東方 を超越 して の 始源を求め る ヨ
ー

ロ
ッ

パ ー 特 に フ ラ ン ス 12）一 の 交流史的性質 を ま

ず指示す る とい う事 で もあ っ た 。

　 ク ロ
ー

デ ル の 着任以降 の 1921年か ら 1927年 まで の 六年 （実質 4 年半）は　　ク ロ
ー

デ ル

は 日 本 に 来た か っ た の だ （渡辺 氏 に よ る）
一

精力 的な 日本文化 へ の 接近 の 試 み、 日本文化

論、『朝 日 の 中の 黒 い 鳥』 の 誕生で あ り、か つ 在任 中の 1924年 12 月、大 使 ク ロ
ー

デ ル は そ

の 使命 の 強 い 自覚 か ら 日本 と フ ラ ン ス の 文化交流 の た め の 選 び とられ た 場所、 日仏政府 の 文

化拠点を東京 日仏 会館 としそ の 開館 に 導 く。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 256
　そ の う え、今回 の 「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」翌 日の 10 月 13 日 （水 ）は本学 との 共催で 、 こ の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
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　　　日仏会館 で の メ ナ ール 氏 の 「マ ル コ ・隶一
ロ の 旅 ：中世 の 草稿 の 挿画 に 基づ い て 」 （Le　voy −

　　　age 　de　Marco 　Polo　d’apr さs　les　illustrations　des　manuscrits 　m6di6vaux ）主 題 の 講演 が

　　　行な わ れ る べ く調整 し た 13）。

　　　　奇 し くも、今年は こ の 文化拠点 の 丁 度 80年 で あ り、来年 に か け て こ の 詩人 ・大 使 の 文化

　　　交流 へ の 貢献 を記念する催 しが 日本で ポ ール ・ク ロ ーデル 研究 の 第一人者 で あ る渡辺守章氏

　　　等 を 中心 に 行な わ れ よ う とす る 「ま さ に 、そ の 時」 な の で あ る 。

　　　　ま た 、没後 50 年 を来年 に 控 え た
1
とい う フ ラ ン ス の 詩人 ／駐 日 大使 の 我 が 国 の 古典 芸能 の

　　　うち最 も関心 を 示
』
した 「能」 との 接 点 を 「ポ ー

ル ・ク ロ
ー

デ ル と能、能 と ク ロ ーデ ル 」
14）

　　　（Paul　Claudel　et 　le　N6 ，．le　N6 　et　Paul・Claudel） と言 う主題 に 含 ませ た講演 と、近 年 ま で

　　　欧米 と 日本 の 対比 的ない し対称構造 の狭間に あ っ て 知 られ る こ との なか っ た 中央 ア ジ ア か ら

　　　東 ア ジ ア に延 び た 軍事的勢力 の 拡大 と文化 を論ずる マ ル コ ・ポ ー
ロ あ二 つ の 講演 の 導入 の 部

　　　が 司 会 に よ り簡略 に 示 さ れ る 。2004 年 10 月 に 入 って か らの モ ン ゴ ノレ の 覇者、 ク ビ ラ イ ・ハ

　　　
ーン の 霊廟発見 15）の 時事的価値 の 想起 とあ わせ て メ ナ

ー．ル 氏は こ の 発見 に か な り懐疑的 で

　　　あ る、 とい う控え 室 で の 談話 の 紹介 も あ っ た 。主 と し て 教育的配慮 の 「資料」 配布 に 加 え て 、

　　　『卑方早聞eq　16）』 と言 う 日 本語 タ イ トル に つ い て 司会は 、1914 年 8 月刊 の 佐野安太 郎 の 訳 が

　　　最 初 で あ り、特 に 戦後、マ ル コ ・Pt　一口 の 名 と ともに定着 を見 る経緯を手短 に 語 る 。
フ ラ ン

　　　ス 語 で の メ ナ
ー．

ル 氏 の 用 い て い る タ イ トル が 『世界 の 叙述』 （Devisement　du　Monde ）で あ

　　　り 、 ほ か に 『ア ジ ア の 驚異 の 書』、 『大 ハ
ー

ン の 書』等 、 イ タ リ ア 語で の 『百万』 な ど が注 目

　　　に 価す る事が 指摘 さ れ 、
’

ペ ル ジ ャ 、中央 ア ジ ア 、極東 の グ ロ
ーバ ル な ヴ ィ ジ ョ ン を与え る最

　　　初 の フ ラ ン ス 語 に よ る 書 と して マ ル コ
・ポ ー

ロ を位置 づ けた。次い で 日本 に つ い て の 記載場

　　　所を テ ク ス ト全体 の 中 に 位置 させ 、モ ン ゴ ル に よ る 日本 の 侵略計画 とハ ーン の 軍 の 敗退 が 第

　　　三 部、158章か ら 159章 に あ た る事を指摘 し、メ ナール 氏 の 講演 の 導入 部 と した。

　　　 『大 ハ
ー

ン の書』 の 「タ イ トル 」
4

こ こ で は便宜上 の 使用 で あ る 。 中世 フ ラ ン ス 語 で厳

　　　密 に は 「タ イ トル 」

』
に あ た る も の は ない

一
は 『東方見聞録』 に 一見 して 遠 い 内容 を示唆 し

　　　て い る事 に 注意 し なけ れ ば な らな い
。 メ ナ ール 氏 の 講演 の 箇所 で あ る第三 部 に は、い わ ば 大

　　　ハ ーン に 直々 に 接 し そ の 使命 を 遂行 して い く成人 し た マ ル コ の 活躍 の 時間 が 綴．られ て い る 。

　　　だ が 彼 の 仕 え た ク ビ ラ イ ・ハ
ー

ン へ の 崇拝は こ の 部 に と ど ま らぬ r東方見聞録』全体 に 通定

　　　して い る コ ン セ プ トで あ る （政治的 意味合 い は捨象 し て も）。そ の 上 メ ナ
ール 氏 の 監修か っ

　　　校 訂 途上 の 手 書 き写 本 （大 英 図書館
17）Royal 　lgDl） − 2001年 第

一巻、
』
2003年 に 第 二

　　　巻
18）、本年 5 月 に 第三 巻 19）が 既刊

一 は 「大 い な る ア ル メ ニ ア 、ペ ル シ ャ 、・イ ン ドの タ ル

　　　タ
ー

ル 、世 界 の 大 い な る驚 異 に つ き て 語 る偉大 な る ハ ー ン の 書 こ こ に 始 ま る 」 （Ci　com −

　　　mence 　li　tivres　du　Grant　Caam 　qui　parole　de　la　Grant　Ermenie ，　de
’
Persse　et　des　Tar −

　　　tars　d’Ynde 　et　des　granz　merveilles 　qui　par　le　monde 　sont ．） と 「書出 し語」 （incipit）

　　　で 述 べ て い る 。 写本 に よ り種 々 異動 の あ る書 き出 し部で あ り、「ヵ ン バ リ ュ ッ ク 2°）
の 大 い な

　　　る 都市 の 偉大 な る ハーン と呼ば る る書は 終わ る 」 （Explicit　le　livre　nommti 　Du ．　Grant　Kaan

　　 de　la　grant　cite　de　Cambaluc，） の 「書 末 語 」 （explicit） と の 組 み 合 わ せ 具 合 と言 い

　　　Royal 　19Dl （本 書 は 58 葉か ら 135 葉 を占 め る） は特 に 明確 な意志 を持 っ て モ ン ゴ ル の 覇者

　　　に 捧げ られ た
一書 として 扱 わ れ て い る。こ うな る と、メ ナ

ー
ル 氏 に よ る こ の 写本 の 選定そ の

255
　　　もの と、氏 の 講演 の 主題 の 真意は r大 ハ

ー
ン の 書』 と 「日本」、つ ま り r東方見 聞録』 中 の

（18）
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「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 と 「国 際学 術 講演会 」 前後　　　佐佐 木茂 美

ク ビ ラ イ の 日本攻 略 （弘安 の 役 の み に 集約 さ れ て い る） の 攻 防 で あ り、テ ク ス ト の 中 と そ の

他 も ろ も ろ の 写本 中の 彩色 画 を対す る 日本側 の 画像的資料 の 付 き合わ せ 、とい う事 に な る 。

　既 に 12年前に 求め られ て の 助言、一 出来 る だ け 多 くの 関係者 に接す る よ う、

一
と し

た 記憶が あ り 、 そ れ が 今回は徹底 して実行 さ れ 、多くの 同僚、学生、本学の 大学院生 、他学

の 若手 研究者 を含め る接触が あ り、彼 ら に激励 の 言葉 を惜 しまれ な か っ た こ と も 日野 ・青梅

を通 じ本学教員 との 密接な交流 も成立 した 事 を指摘 して お か な け れ ば な らない 21）
。

　 シ ン ポ ジ ウ ム 「東西 文化交流」 （Echange 　Culturel　Europe ／Japon） の 両講演終了後 の 質

疑応答 「内か ら み た 日本、外か ら見た 目本」（Le　Japon　vu 　de　dedans 　et　le　Japon　vu 　de　de−

hors） の 部 で 、三 名 の 「会場 か らの 質問者」
22）の 出番 が あ っ た 。

マ ル コ ・ポ ー
ロ の 時代 、彼

の テ ク ス トは 「どの よ うに 読 ま れ 、受容 さ れ た か ？」 （片山幹生）。 王侯貴族 ・知 識階級 に受

け入 れ られ た仏語 ヴ ァ
ージ

ョ
ン 、商人層読者が 目立 つ 伊 ・西ヴ ァ

ージ 。 ン な ど、すで に写本

段階で 広範 な受容対象 とな っ た との メ ナ
ール 氏 の 解答 が 与 え ら れ た 。 ま た 、ポ

ー
ロ の 第三 部

の 日本人 の 「食人 の 慣習 」 に つ い て 、「なぜ ？」 の 問 い が 発せ られ た 23） （三 井高志）。 1923

年 3 月 に 上 映 さ れ た ク ロ
ー

デ ル の 創作劇 『女 と影』 の 果 た した役割 に つ い て 「もはや単な る

傍観者で は な く、何 らか の 「日本的」 な も の の 創出を 「現場で 」 試み た表現者で あ っ た」事

が 劇詩人 の 以降に ど の よ うな意味を持 ち得た か ？ （間瀬幸江）

　演出家 で もあ る 渡辺 守章氏 自身 の r内濠十 二 景 あ る い は 二 重 の 影』（La 　Mzaraitle　int6−

rieure 　de　Toleyo　ou 　l　bmbre 　double）が 、2001年 9 月 の 第 2週 、ク ロ ーデ ル の 隠棲の 城で 、

か つ ク ロ
ーデ ル の 墓所近 くで 演ぜ られ た事 は記憶に 新 しい 。「空間庭園」 の 主催者 は和風庭

園 に 囲 ま れ た フ ラ ン ス の 地 にあ っ て 能空 間を 「ク ロ
ー

デ ル 、 日本 を聴 く」 （Claudel　6coute

le　Japon） と い うブ ラ ン グ国際 ク ロ
ーデ ル 会議 の な か に 設 えて み せ た。今回、『女 と影』 に

つ い て 「能 の ご とき」 （une 　sorte 　de　No ） と し、 断 ずる こ とは避 け られた こ と が 注 目さ れ

る 。

　本 学 の 催 しに 先 立 っ て 、2004年 ユ0 月 3 日 （日） に 開催 さ れ た 「日本 フ ラ ン ス 語 ・フ ラ ン

ス 文 学会 」 秋季総会 （於北海道大 ）に お ける シ ン ポ ジ ウ ム 「文化装置 として の 書物 ：文学研

究 の 内 と外」
24）で 稿者は唯一の質疑応答 を許 さ れ た 。

「知」 の 拡大 を十六 世紀後半か ら啓蒙思

想 まで 、 書物 とい う 「文化装置」 の 百 科全書的影響が 結論 さ れ た の で 、 こ の 機会に 「大航海

時代」、地理 上 の 拡大 と 15 世紀後半に お け る マ ル コ ・ポ ー
ロ の 『東方見 聞録』 の 地理 書 と し

て の 側面 が ま さ に 初期刊行本 に 有機的に 関わ る事を 示唆 した 。 ク リ ス ト フ ・コ ロ ン ブ ス の ラ

テ ン 語版 （1485 年） へ の 念入 りな書 き込 み ノ
ー

ト は知 られ て お り、 こ の 読書が か れ を して

大西 洋 へ の 船出 を決心 させた事 は知 られ る 、とし 1483年な い し 1484年 と さ れ る本学所蔵本

の 歴 史的意味 を指摘 25）、併 せ て 「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 の
一週 間後 の 本学 に 於 け る メ ナ ール

氏 の 講演 を こ の 総会 の 席で 紹介す る事が 出来た 。

　 メ ナ ール 氏は帰 国後 の 連絡 （ll／28）で 、
　RoyallgDl 写本 の ポ ー

ロ の テ ク ス トの 所収 に 続

くオ ド リ ッ ク
・ド ・ポ ル ド ノ

ーヌ （Odoric　de　PQrdonone ） の 『海 の 彼方 の 驚異 』 （Merweil−

les　d ’Outremer）、ジ ャ ン ・ド ・ヴ イ ネ （Jean　de　Vignay ） フ ラ ン ス 語 訳、136葉か ら 143
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 254
葉が講演主題 とな る ヴ エ ネ ッ ツ イ ァ の 学会 に 向 う、 とあ っ た 。

マ ル コ 生誕 750 年 を祝 い 、氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
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明星大学研 究紀要 【日本文化学部 ・言語文化学科】第 13号 20b5年

は な お旅 を止 めずボ ー
口 を語 り、さ らに先行す る旅人 を語り 続け る 。

嬲

注

　 ＊ 前年度 ま で ソ ル ボ ン ヌ 大 学 院委員長。　　＊ ＊ 先年 まで 放送大学副学長。

　　　 メ ナ ー
ル 氏 に 関 して は紹介が 必 要 で あ ろ う。

こ こ で は 主 と して 我が 国 との 関 わ りを中心 に紹 介す る。1935

　　 年 1 月 1 日 フ ラ ン ス 西南部 ジ ロ ン ド県に 生 る 。中世 フ ラ ン ス 文学 の 第
一

人 者、故 ジ ャ ン ・フ ラ ピ エ （Jean　Frap−

　　 pier） （1899−1974）、中世 フ ラ ン ス 文 学 の 最 も 重要 な 学会 の 一 「国 際 ア
ーサ ー

王 学会 」 （Seci6t色lnternation．

　　 a 且eArthurienne ）の 創設 の 主 要 メ ン バ
ー、同学会会長、名 誉会長、ソ ノレ ボ ン ヌ 大学名誉教援 の 数あ る弟子 の

　　 筆 頭 に ある 。同学会 は我 が 国で も早 くか ら知 ら れ、フ ラ ピ エが フ ラ ン ス 政 府 ・文化使 節 と し て 来 日 した 1967

　　 年、次 い で 『同教 授 記念 論 文 集』 （Mtitanges 　de　Langue　et　de　Litte
’
rature 　du　Moyen 　Age　et　de　la　Renais．

　　 sance ，　Paris，2vols，1970） に は ＄ouscripteurs （委 員会 に よ る 依頼） と し て 佐藤輝 夫 （明 星 大 学教授）、新村

　　 猛 （名古屋大 ）、有永隼人 （束 北大 ）、松原 秀
一

（慶 応 大 ）、長 谷 川 太 郎 （愛知 県 立 大 ）、佐佐 木 茂美の 目本人 6

・　 名 の 名 が 記 載 さ れ て い る 。フ ラ ピ エ の 推挙 に よ り 1974 年 か ら、同 学会 の 『年 鑑 』 （Butietin　B；bliograPhique

　　 de　la　Societ6　internatienate・Arthurienne） （A5 版 、500 頁前 後）の た め に 日 本関 係 の 書 誌 を稿 者 が 担 当、

　　 198⊥年 の 日 本支部の 国際 学会総 会
．
（於 グ ラ ス 塗一） で の 承認 とと も に 1994年 まで 幹事を務 めて い た 。 当 時、

　　 支部 会 長 は 佐藤 輝 夫 氏 、支 部 お よ び 事 務局 の 所 在地 は 明 星 大 学 （日 野校 舎） 内 に あ り、1988 年に 本学 で 「支

　　 部」 総 会 を開催 した。

　　 　 当 時、学位論 文 を用 意 し て い た 稿者は メ ナ
ー

ル 氏 とは フ ラ ピ Z 門 下 で あ り、ア
ー

サ
ー

王 学 会 の 上 記 事 項 に 先

　　 駆 け、フ ラ ピ エ 教 援 自宅 に メ ナ
ー

ル 氏 と と もに 招か れ 三 十 数年 に な る 。

　　　 メ ナ
ー

ル 氏主要著 書 ：『中世 フ ラ ン ス の 宮廷 文学 に お け る哄 笑 と微 笑』 （Le　Rire　et　le　sourire 　dans　le　Ro・

　　 man 　coorrtois 　en 　France　au 　Moyen 　Age，（！i50−1250），　Paris，1969）；r中世 の フ ラ ン ス の フ ァ プ リ オ 』 （Fabti一

　　 α礁 加 耀 α 2s　du 　Moyen ／Age ），　Ge 艶 ve ，1979 ；『マ リ ・ド・フ ラ ン ス の 短 詩、1
．
1：」世 の 愛 と冒険 の 物 語』 （Les

　　 Lais　de　Marie　de　France ，　centes 　d　
’
amour 　et 　d　

’
aventures 　du　Moyen 　Age），　Paris，1979；『古 フ ラ ン ス 語 統 辞

　　 法』 （Syntaxe　de　t
’Ancien　Frangais，　Bordeaux ，1974 以降 4 版 を数 え る）；『散文 ト リス タ ン 物 語 』 （Le　Ro7nan

　　 de　Tristan　en 　prose），　Gen色ve ，　tome 　l，1987（全 9巻 の 監修 を手 が け る ）；『マ ル コ ・ボ ー口 の 東 方見聞録』 （Le

　　 Devisement 　du 　Monde 　de　Marco 　Poto），Genbve，　2001，　tome　l （以 降 6 巻の 完 結 まで 監 修の 任 に ある ）。

　　　 1998年 『フ ィ リ ッ プ ・メ ナ ール 教 授記 念論 文集』 （Misceltanea 　Mediaevalia ，　Mtilanges　offerts 　d　PhiliPPe

　　 Mtinard ，　Paris，2vols） に は souscripteurs と して 天 沢 退 二 郎 （明治 学院 大）、原 野昇 （広 島大）、細 川哲 士

　　 （立 教 大）、池 上 忠 弘 （成 城大 ）、神 沢 栄 三 （名 古 屋 大 ）、近 藤 寿 良 （金 沢 大）、松 原 秀
一

（慶 応 大 ）、高 宮利行

　　 （慶応大 ）、佐 佐木 茂 美 の 9名 の 名 の 記 載 と 日 本入 の 二 論文 の 収録 が あ る （T ，Amazawa ，
“
La　Devineuse　du

　　 nom 　de 　Perceva1”，　tome 　1；　pp ．33−36 ；S，　Sasaki．」LAnel 　et 　Seel：De 　B6roul　et　du　Lancetot　atc　Roman 　de　Trts−

　　
．
tan　en 　prose，

”
tome 　I1，　pp．1203−1212）。

　 1）　ガ ブ リ エ ル ・マ ル セ ル お よ び ジ ャ ン ・メ ナ ール の 本 挙 へ の 招 聘は 主 と して 故佐藤輝夫 （本学名誉教授 ・早稲

　　 田 大 学名誉教授） に よ る もの と思 わ れ る 。1994 ／4 に ジ ャ ン
・

メ ナ
ー

ル 氏 に 故 人 とな られ た佐 藤 先 生 の 追 悼 の

　　 拙文 （複 数） を送付 （1996）、氏 よ り弔文 hsge者あ て に 届 い た 。

　 2） 当 時の 学 長児玉三 夫氏宛に 書簡が 出 され 、そ の 写 しが 筆者 に 乎 渡され た 。 筆者は ソ ル ボ ン ヌ 留学 中の 指導教

　　 授 ジ ャ ン ・フ ラ ピ エ （亅ean 　Frappier）が 主 た る 結成 メ ン バ ーで あ る 「国 際 ア
ーサ ー

王 学 会」 （Soci6tξlnterna．

　　 tiona！e　Arthurienne） の 当 時幹 事 を務 め、日 本支部 所在地 は 明星 大学に あ っ た （会長、佐 藤輝夫）。1988 年

　　 の 本学 で の 支部 総会 時 同 門 の フ ィ リ ッ プ ・
メ ナ

ー
ル 氏 は 当 時 フ ラ ン ス 支 部 の 会 長 で あ った。

　 3）　1） ク 卩 一デ ル 日本 滞在の 時期 （国際関係 も含 めて ） （5分）、3） ク ロ
ー

デ ル は 何に 関 心 を示 したか （5分 ）、
　　 伝統演劇、伝 統的 な造形美術 （絵 画 ・彫刻 ・建築）等、3） ク 卩一デル の 言説 に お け る変化 （5分）、一 「エ

　　 ッ セ イ ス ト」 の 誕生
・
比 較文 化論、日仏 文化 交流 の 先駆 け、4） こ うしたなか で の 「能」 の 特権 的な位 置 （10

　　 分）、5）結論 ：何 か が 変わ っ た か ？ 『繻子 の 靴』 以 降 （5分 ）。

　 4）　 フ ェリス 女 学 院大 学、国際交流学部、助教授 （中世 フ ラ ン ス 文学）。原 稿入 手 の 経 緯 等 は 下 掲 註．7） 参 照。

　 5） 『明星大学研 究紀要』、第 2号 （1994）、152−178 頁。収録 （そ の うち解説部 は 筆者 に よ る （pp ．152−t56）。当

　　 時 と して は 高 い 技術 の カ ラ ー頁 （pp ，157−164） を含 む （刊行後 2〜3年 で 絶 版 ）。な お、メ ナ
ー

ル 氏 の 本 学 で

　　 の 講演 の 草稿前段階 は
一

枚を除 く黒白版で ソ ル ボ ン ヌ とフ ラ．ン ス 上 院主催 の コ ル ロ
ッ ク （2／3／1985）で 発表 さ

　　 れ 、翌 年 出版 さ れ て い る 。

　 6）　ま た、ロ ジ ェ
・

シ ェ ア マ ン
・

ル
ー

ミ ス 、ベ ル ギ
ー・リ ヱ

ー
ジコ学派 （リタ ・ル ジ ュー

ヌ 、ジ ャ ッ ク ・
ス テ イ

　　 エ ノ ン ）、さ らに ア ン トワ
ー

ペ ン 学派 （ヘル マ ン
・ブ ラ

ー
ト、コ レ ッ ト

・
ヴ ァ ン

・
ク ル プ ッ ト）な ど Roger　She・

　　 rman 　Loomjs，　Jllustrations　 of 　Medievat　Romance 　on 　1「ites〆from　Chertsey　Abbey ；New 　York ，　Johnsorl　Re−

　　 print　Corp ．，1967 ；du 　 meme ，　Arthun
’
an 　Legends 　in　Medievai 　Art，　Reprint，　New 　York，　Kraus，1975；Jac・
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「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 と 「国際 学 術講濱会」 前後 佐佐木茂美

　ques　Stiennon、　and 　Rita　Lejeune，
“
La　lξgende 　arthurienne 　dans　la　sculpture 　de　la　cathedrale 　de　Mod −

　6ne，
”in　Cahiers　de　CiviliSation　M6die

’
vale ，　tome 　6 （1963），　pp．281−296な ど。美学 か らの 文学への 接近 は こ

　 こ で は 除 外 して い る 。フ ラ ン ス 中世 文 学 を志 す 大学 院生 （修士 課程） は あ る 時期 ジ ョ ゼ フ
・ペ デ イ エ （Jo−

　 seph 　B6dier）の エ コ
ー

ル
・

ノ ル マ ル の 同期 生 （1883 年） で あ っ た エ ミ
ー

ル
・

マ
ー

ル （Emile 　Male ） の 三 巻

　本 や ル イ ・レ t （Louis　R6au ） の 6 巻本 を読 み 、中 世 文 学 と キ リス ト教 文化一般 の パ
ッ ク グ ラ ン ド を納 得 し

　 て きた の で は ない か ？

7）　二 回 （8 月 27 日 及 び 9 月 3 日） は 今 夏、メ ナ ー
ル 氏宅 で 稿 者 に 手渡 され、帰国 して か らの 自宅 フ ァ ッ ク ス

　 へ の 第 三 校 で あ っ た。当 初、講演依頼 の 時点で は 『中国 と 日本』、『日本 と中国』、続 い て 「中国」 が 除か k 、9

　 月 の 段階 で の 題 は 「マ ル コ・
ポ
ーロの 『東 方 見聞 録』 に 置 け る 日 本 の イ メ

ージ 」 （Les ．Images 　du　Japon

　 dans　le　Devisement　du　Monde 　de　Marco 　Polo ） （ポ ス タ
ー

の 印刷 は こ の 段 階）で あった 。

8）　また 「国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 の 二 日前 柴 田雅 生 氏 と服部裕氏 との ス キ ャ ナ
ー

に よ る 取 り込 み の 共 同作 業が 行 わ

　 れ 講 演の 映写 の 画 像 説 明 が ス ム
ーズ に 行 な わ れ た 事 を記 して お きた い 。

9） 第 25巻、第 2号、東京 大学教 養学 部外国語科、pp ．1−22et写真頁 2 （本 稿 は 1976／7？28 の 「国 際 フ ラ ン z

　 文学研究会」 の 発表 を収録 した もの で あ る）。

lO）　渡辺 守章氏 に 講演 を お 願い す る に あ た り そ の 点 が 考慮 され た事 は 言 うまで も な い 。氏 は 今 回 直前 に も フ ラ ン

　 ス 国 営放送で 長時間、イ ン タ ヴ ュウ に 応 じて い る。

11）　 メ ナ ール 氏は ポーロ の 生 年 を確 定 して は い な い 。

12） 『シ ェク ス ピ ァ 戯 曲集 』 の 1623年 フ ァ
ー

ス ト ・
フ ォ

1丿オ 版 を所有す る 明星大学 （『児玉記 念図書館開館 25周

　 年記念、明星大 学所蔵貴 重書 図録』、2001／12〆20、p．60）で、しか も グロープ座 を模 した シ ェク ス ピ ァ ・．ホ
ー

　 ル で マル コ ・ポ ーロ とク ロ
ー

デ ル の 講演が 行わ れ る事 は、一 「まぎれ もな く」 ヨ ーロ ッ
パ の 中心 は フ ラ ン ス

　 で あ る か ら、　　 「今 日 、バ ラ ン ス が こ こ に と ら れ る」 （「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 に 先 立 って の 斉 藤和 明氏 の 挨

　 拶 ）。
13） 学長 （日仏 会館で は そ の 長 を通 常 「学 長 」 と呼 ぶ ） フ ラ ン ソ ワ

ー
ズ ・サ パ ン （Frangoise　Sabban）氏 よ り

　 講演 の 聴衆 へ の 紹介 の 任が 筆 者に 委ね られ た 。 メ ナ
ー

ル 夫 妻、館 長、筆 者 と深夜 まで マ ル コ ・ボ
ー

卩 と ク ロ
ー

　 デ ル を主題 とした会 話が弾 ん だ 。 中国 学者で あ る 館長 の ポ ーロ への 関心 は 高 く、また こ の 折 の 講演 の 聴衆 の 一

　 人、フ ラ ン ス 人 女 子 学生 が そ の 翌 日 、10 月 14 日 （木 ） 朝 か ら巣 鴨の 「東洋文庫」 で の メ ナ
ー

ル 氏 の 通 訳 を務

　 め た。氏 の こ の 中国学の 文献渉猟 に 終 日 、本学 の 古 田 島洋介 氏 が 同道、同席 した 。

14） 講 演 タ イ トル の フ ラ ン ス 語 訳 は後 半 も Paul　Claudel と繰 り返 さ れ て い る 事 に 注意 （両語 間の 語 感の 差異 に

　 よる ）。あ く まで 司会の 責任で な さ れ た。
15）　『読 売新 聞』、2004年 10月 5 日　（火）朝 刊、p．1、　p．38。『毎 日 新 聞』、2004年 10 月 5 目　（火 ）朝 刊、　p．1 ；

　 p．27；『朝 日新 聞』、2004年 10 月 5H （火）朝刊、　p，1

16）　邦 語初 訳 は瓜生 寅 に よ る （1912 年）『ま る こ ぼ ろ紀 行 』 で あ った。た だ し、既 に 1906 年 （明治 38年）刊 の

　 r東 洋歴史 辞典』 （掘 田 璋左 石、青木 武 助、深 沢鑪 吉著 ）に は ボ ー口 の 著作 と して 「ト
ー

ボ
ー

ケ ン ブ ン 卩ク 東方

　 見聞St　Mirabilia　Mund 」 とあ る 。（拙稿、「『人 間 は樹 木 の ご と く
……

』（V）一旅 と樹 木 の 伝 説」）、『明 星大

　 学研究紀要』、第 8号 （平 成 12年）、日本文化学部 ・言語 文化学科、p．141、　 note 　3））。

　　 陸路 3年半、帰路 （海 路）4年半、計 8年 と して 、元朝 に 仕 えた 17年 が考慮 さ れ る 時、『紀行』 とい うよ り、

　 そ れ は や は り異国 「滞在記」 で あ ろ う。
17）　最古の 写本 の 一で お そ ら くフ ラ ン ス で 制作 さ れ た もの と み ら れ る （Ed．　par　Ph．　M6nard，　tome　l，　p．44）。

18）　第 二 巻 ビ ブ リオ に は 筆者 の 論稿 が 収 録 さ れ て い る ：S．Sasaki，
“
Faune 　et 　FIQre　dans　le　l〕evisement 　du

　 ル10nde ：Mont 　Vert 　du　Grand　Khane 　et　Verg孟er　de　Deduit，
”in惚 Joπg召 s ∫ Ct．　Faucon ，　Paris，2000．　pp ．

　 380−388．
】9） 今 夏、メ ナ

ー
ル 氏 よ り、第一巻 に 続 き第 三 巻 の 寄贈 を受 け る 。本 巻 は 「皇 帝 ク ビ ラ イ ・ハ ーン 」 （L

’
em ・

　 pereur　Khoubilai 　Khan ） の 副題 を与 えて い る 。 本 巻 の 校 訂 者 は ジ ャ ン
・ク ロ

ー
ド ・フ ォ

ー：1 ン 氏 （Jean・

　 Claude 　Faucon ） 以 下 二 名 。明 鼻 大 学 は 氏 （メ ナ ー
ル 氏 の 高 弟、ツ

ー
ル
ーズ 大 学 大 学 院教授 ） を青梅 校舎 に

　 講師 と して 迎 えて い る （2001〆5／10）e 演題 「ヨ
ーP ッ

パ 中世 の 騎士 像」 （通 訳 ：筆 者 ）。

20）　 トル コ 語 で 「ハ
ー

ン の 都」 の 意。
モ ン ゴ ル の 王 者が 冬 の 間 の 宮殿 を もつ 北 京 を指 す。その 宮殿 ・庭園 に つ い

　 て は、18） の 拙 論 稿 の 他、『明 星 大学紀要』 （上 掲註 16 を も参 照）。

21）　ま た本 学 の 三 橋正 氏の 手筈 が あ って 、『蝦蟇』 編 集 部 の 学 生 との イ ン タ ビ ュー等が 実現 した 。

22）　間瀬幸江 （早稲 田 大 学、演劇博物館助手 ）、片1⊥1幹生 （早稲 田大 学、第
一

文学部助手 ）、三 井高志 （明星大 学

　 大学 院、人文 学研究 科、比 較文学専攻）

23） 学 問上 の 「タ ブ
ー
」、マ ル コ・ポ ーロ研究 上の 未解決事項。稿者の ヨ

ー
ロ

ッ
パ 人 に よ る 「最初 の 日 本 人像」参

　照 （明星 大 学 ＊ 一ム ・ペ ージ 「＝ と ば と文 化 の ミ ニ 講 座」。http：”www ・ome ・meisei −u・ac・jp！nihonbunt 　252
　

columnio4tool ・htm 】）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
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24）　司 会、月村辰 雄 （東京大 ）、パ ネ リ ス ト、鷲 見洋一（慶応大）、長谷川輝夫 （上智 大）、宮下 志朗 （東 京大）。
25）　拙稿、「『人間 は樹木 の ご と く

・…・・
』 （II）

一二 人 の 旅人」『明星大学研究紀要』、第 7 弓、一 お よび 註 12）−

　 13）お よ び 「中世文学 に お け る 旅 （航行 と紀行 ）の 神 話的要素の 摘出 と動性の 心 性史的意味 を 問 う研究 」平成

　 8 年度〜平成 10 年度科学研究費補助金、研究成果報告 書、平成 11 年 3 月、pp ．19−30参照。

　　 イ タ リ ァ
・
ボ 卩

一
＝ ヤ の ド ミ ＝ コ 会 士、フ ラ ン チ ェス コ ・ピ ピ

ー
ノ （Francesco 　Pipino ） に よ りお よ そ

　 1320 年 ご ろ ヴ エ ネ ッ ッ イ ァ 語 の 版 か ら の ラ テ ン 訳 を見 る 。写 本数 お よ そ 50、最 も広範 囲な 成功 を 収 め る 。こ

　 の 版 の ラ テ ン 語初版 が 明星大学所蔵 （1483 年 ない し 1484年の 刊行） の もの （乙 の 件 に 関 して は ；同 『紀要』、
　 第 2 号

’、5）p．178）を も参 照 。 今 回、ピ ピ ーノ 本 で あ る 事 は 疑 い の 余地 は ない 、とメ ナ
ール 氏 の 本 学 の 「稀

　 覯本」 室で の 言 （10／12））。

　 　 す で に メ ナ
ー

／レ氏 は 1992 年 来 日 の 折、＝ の 初期刊 行本 を 閲覧。そ れ よ り三 年 後、1995 年 2 月 5 日付 きの 氏

　 よ りの 書簡 で 依 頼 を受 け、筆 者は 翌年 に か け て 明星 大学所蔵本 と朿洋文庫本 （1485 年 flJ行） を ペ
ー

ジ を 追 っ

　 て 詳細 な 比較 を し、纏 め られ た 結果 を氏 ot送 っ て い る。

｛国際学術講演会｝フ ィ リ ッ プ ・メ ナ ール氏 「『散文 ト リ ス タ ン物語』 に お ける独創性」

（10、月 16日 （土曜）、午後、於青梅校舎）

　r東方見聞録 』以上 に 、40 周 年 を寿 ぐこ の 行事 の
一

環 「国際学術講演会」 で あ る
’
『散文 ト

リ ス タ ン 』 に 関 して は まず配布資料が 必要で あ る と判断 さ れ た （資料 ペ ージ参照）。
「散文」

と銘打た れ た、専 門家 に と っ て も漸 く 1997年 に な っ て テ ク ス ト全 体 を読 む事 が 出来 る 、

一 「資料」 V ．「メ ナ
ール 教授 の 指導 に よ る校 訂本 の 刊行」参照

一
そ れ 以 前は レ ジ ュ メ の

み が 存在 し た 訳 で 、一般 （学生、非専門家） に 知られ る事は な か っ た 。 講演 は 長大 な こ の テ

ク ス トを縦横 に 引用 し、読 ん だ事の な い とまず想定 さ れ る 会場 との ギ ャ ッ プ は 甚だ しい もの

が あ っ た 。

　 10／12 の 二 つ の 講演 （ク ロ ーデ ル と マ ル コ ・
ポ
ー

ロ ） は シ ン ポ ジ ウ ム とい う形 式 の 持 つ
一

回 性 の 中か ら救 出せ ね ば な ら な い も の 、す な わ ち．「日欧文化 交流」 を記 し留め て お くとい う

急務が あ った。 と こ ろが 、単発 の 講演は それ だ け で 「閉 じ る 」 の で あ っ て 、テ ク ス ト として

の 講演が 刊行 され る 事 を前提 に して い れば そ れ を 「今 か ら」 分析 して み せ る の は な お適当 で

は ない
。

　マ ル コ ・ボ ー
口 と同様に

26）、起案者 に して 通訳た る稿者に早 ・々に 今夏、講演の 「要約版」
27）

が 手渡さ れ た 。 だ が マ ル コ ・ポ ーロ の 場合 の よ うに 絶 え ざ る推敲 の 対象 で あ りつ つ も、原稿

全体で は な か っ た し、次 々 に 新た な ヴ ァ
ージ

ョ
ン を渡 さ れ る こ とは なか っ た 。

　講演 の 壇上 で 、雄弁 に な っ た メ ナ
ール 氏 は、常時 2分か ら 3 分 ゐ長丁場 を し い た。通 訳者

’

は 『散文 ト リ ス タ ン 』 を読 み 親 しん で
28）

い な け れ ば そ の 任 を全 う し得な か っ た ろ う し、自

分 の 理解 した 場面を そ の 場 で 我 々 の 言語 に 再現 に 努め る とい う事 に な っ た。

　た だ し、こ うした入 れ替え故 に よ、りわ か りや す くな っ た筈で あ り、 め っ

「
た に 中世学者 で も

読 まぬ ほ か の テ ク ス トの 引用 が 突如入 っ た り を ク リイ ァ で きた 安堵感が あ っ た 。

−

）

25

ω

　「『散文 ト リ ス タ ン 物語』 に お け る 「独創性」」、 講演 タ イ トル の み が 当初与 え られ て 、ボ ス

タ ー等 の 印刷 に 追い 込 まれ た わけ で あ るか ら、「独創性」 innovation、　 lat．　novus （新 しい ）

か ら理解され る 「刷新」、「革新」、「改革」、「新機軸」 とい う含み の 多い 語 の 訳 出に は 多少 の

戸惑 い が あ っ て の ｛独創性｝ とな っ た 。 勿論、タ イ トル の み を持 っ て して も、まず 「韻文 」
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